











































本 調 査 2006年10月2日～11月10日 藤沢敦・高木暢亮 (現帝京大学文学部 。2008年度まで東北大学
埋蔵文化財調査室)
青葉山新キャンパス試掘調査
試掘調査 2006年5月9日～9月7日 藤沢敦・柴田恵子 。高木暢亮
3.調査・整理作業は、東北大学埋蔵文化財調査室が行った。





第I章、第Ⅱ章 1・ 5、 第Ⅲ章 1・ 2・5:藤沢敦
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1:仙台城跡 2:川内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青葉山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点 6:青葉山遺跡A地点
7:青葉山遺跡D地点 8:芦ノロ遺跡 9:片平仙台大神官の板碑 10:郷六大日如来の碑 11:葛岡城跡 12:郷六城跡
13:郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松ケ岡遺跡 18:向山高裏遺跡 19:萩ヶ丘遺跡
20:茂ケ崎城跡 21:ニツ沢横穴墓群 22:萩ケ岡B遺跡 23:八木山緑町遺跡 24:ニツ沢遺跡 25:青山二丁目遺跡
26:青山二丁目B遺跡 27:杉土手 (鹿除土手)28:砂押屋敷遺跡 29:砂押古墳 30:富沢遺跡 31:泉崎浦遺跡
32:金洗沢古墳 33:土手内窯跡 34:土手内遺跡 35:土手内横穴墓群 36:三神峯遺跡 37:金山窯跡 38:三神峯古墳群
39:富沢窯跡 40:裏町東遺跡 41:裏町古墳 42:原東遺跡 43:原遺跡 44:八幡遺跡 45:後田遺跡 46:町遺跡
47:神漉山遺跡 48:御堂平遺跡 49:上野山遺跡 50:北前遺跡 51:佐保山東遺跡
図1 東北大学と周辺の遺跡
Fig。l  Archae010gical sites and Tohoku University
図2 仙台城と二の丸の位置




















2月15日  審議事項 (1)埋蔵文化財調査室職員等について
(2)その他
埋蔵文化財調査室運営委員会調査部会































Tab.l Excavations on the campus in the fiscal yeay 2006
調査の種類 地 区 調 査 地 点 (略号) 原 因 備考 調査期間 面積nf 時期
本調査
川内北 仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第10地点 (BK10) 共通実験棟改修
工事 10/2-11/10 近世
川内ヨヒ 仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第11地点 (BKll) 武道館新築
工事 補償 10/2-3/31翌年度継続 近世
試掘調査
青葉山新 青葉山C遺跡 (AOC)ほか青葉山新キャンパス予定地 青葉山新キャンパス計画 5/9-9/7 旧石器
青葉山北 理・薬厚生会館北側松林 (2006-1)理・薬松林環境整備工事 1/15-26
立会調査
川内南 入試課ほか (2006-2) 入試課構内舗装その他工事 6/20
川内南 付属図書館南側 (2006-3) 屋外ガス管改修工事 6/25、 8/1
青葉山東 工学研究科東食堂 (2006-4) 工学研究科東食堂新営工事 7/13・14
川内1ヒ プール北西側 (2006-5) 課外活動施設新営その他工事 7/18、
29、
川内Jヒ 厚生会館西側 (2006-6) インフォーメーションポード設置工事
り|‖勾ヨヒ ハンドポールコート (2006-7)ハンドボールコート改修工事 補償 8/30、 9/6









川内南 記念講堂北側 (2006-11) 屋外ガス漏れ復旧工事








川内北 学生相談所東側 (2006-15) 学生相談所増築その他工事 2/5。7
川内北 川内北地区講義棟東側 (2006-16)給水管改修工事
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図7 青葉山B遺跡試掘調査地点































Fig.8 Veiws of trial trenches at Aobayama site Loc.B
1区全景 (北から) 2区全景 (西から)

















































































































1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
年度
図9 収蔵遺物量の推移
Fig.9 Graph showing transition of amount of artifact in storage(shCIWed by number of case)
表2 年度ごとの収蔵遺物箱数の推移
Tab.2 Transition of number of cases counted every fiscal year to store artifact









1.086 401 487 年報4・ 5(1986・87年度調査分)刊行
463 .028 .491 年報6(1988年度調査分)刊行
1993 764 年報7(1989年度調査分)刊行
1994 774
1995 861 ,032 ,893
1996 469 908 年報8 990年度調査分)刊行
1997 ,926 年報9.0(1991・92年度調査分)刊行
1998 236 年報H 2(1993・94年度調査分)刊行
1999 .893 年報13 995年度調査分)刊行
21XXl ,926 2677 年報14・ 5・16(1996・7・98年度調査分)刊行
21Xll ,926 年報17 999年度調査分)刊行
2002 ,926 3,1∞
2003 2,370 2,861 二の丸第17地点整理後詰め直し等で箱数減少
2004 2.861 年報18(21XXl年度調査分)刊行
21X15 472 2.384 2,856 年報19‐1・20(21Xll・02年度調査分)刊行



































・平成18年度宮城県遺跡調査成果発表会 2006年12月10日 於 :東北歴史博物館






2007年1月20日 考古学 Solution in東京
主催 :考古学技術研究会  於 :東京国際フォーラム 藤沢敦・高木暢亮
(4)科学研究費採択状況
2006年度において、当調査室の文化財調査員で、科学研究費等の交付を受けたものは次のとおりである。












・東北大学大学院文学研究科 。文学部 考古学研究実習Ⅱ。考古学実習 発掘調査実習
2006年11月1日 於 :仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第11地点調査現場























2006年4月22日   2006年史学研究会例会 (テーマ「国境」)於:京都大学文学部新館
研究発表「考古学的文化の変異と国家・民族の境界一倭と蝦夷と律令国家―」
2006年7月6日   平成18年度第1回大安場古墳整備指導委員会 福島県郡山市役所分庁舎
2006年8月26日   東アジアの古代文化を考える会講演会講師 「本州島東部から見たヤマト政権」
於 :東京都豊島区生活産業プラザ
2006年9月2～4日 国立歴史民俗博物館共同研究『古代における生産と権力とイデオロギー』研究会
研究発表「墳墓から見た本州島北部と北海道」 於 :千歳市 。江別市・札幌市
2006年11月10日   第15回仙台城跡調査指導委員会 於 :仙台市役所本庁舎
2006年11月19日   八戸市博物館 企画講演会講師 於 :青森県八戸市博物館
「東北北部の末期古墳について一丹後平古墳群の出土品から」




2007年3月4日   仙台市市民文化事業団主催 『埴輪の美と現代の芸術』関連企画オープン講座講師
「埴輪の話」 於 :仙台市富沢市民センター
2007年3月16日   平成18年度第2回大安場古墳整備指導委員会 於 :福島県郡山市福祉センター
2007年3月22日   富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調査に関する助言指導
「大野田古墳群9A区発掘調査出土遺物に関する助言指導」
於 :仙台市教育委員会富沢駅周辺発掘調査事務所

















































































































75YR4/1 褐灰色 砂質シルト 粘性弱 しまり弱 21h大の礫を含む
10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中を主体とし、層下部に10YR6/6明黄褐色
粘土 粘性強 しまり中のプロックを含む 中央に1∝口大の礫を含む
10YR3/2 黒褐色 シルト 粘性中 しまり中 径2～3cmの小礫と鉄分をわずかに含む
25Y4/4 オリープ褐色 砂 粘性弱 しまり弱 径2～3cmの小礫をわずかに含む
25Y3/5 暗オリープ褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中 径5cm程の小礫をわずかに含む






0                2m
5YR2/1 黒褐色 砂質シルト 粘性弱 しまり中 径1～2cmの小礫を多く含む
鉄分の沈着が著しい
10YR4/6 褐色 砂 粘性弱 しまり弱 径5cmほどの環を多く含む
75YR4/3 褐色 砂 粘性弱 しまり弱 径5～15cmの礫を多量に含む 鉄分沈着
10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 粘性弱 しまり中 径2～21■mの礫を多量に含む
10YR6/8 明黄褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中を主体とし、10YR3/2 黒褐色
粘土質シルト 粘性中 しまり中を斑状に含む 径5cm大の礫を含む
6
7
25Y4/2 暗灰黄色 粘土質シル ト 粘性弱
10YR5/1 褐灰色 粘土質シル ト 粘性中
む 鉄分沈着
10YR3/3 暗掲色 砂 粘性弱 しまり弱




















0                 2m




1層 10YR5/1 褐灰色 粘土質シルト 粘性弱 しまり中 植物の根を多く含む
2層 25Y5/2 暗灰黄色 砂質シルト 粘性弱 しまりやや弱 植物根、5～10mの瓦片を含む
径3cm程の小礫をわずかに含む
3層 25Y3/3 暗オリープ褐色 砂質シルト 粘性弱 しまり弱 植物の根を多く含む
4層 10YR6/3にぶい黄褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり弱 径5～10m大の礫を多く含む
5層 10YR7/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 粘性弱 しまり弱 径‰ 程の小礫をわずかに含む





























































(1)陶磁器・土師質土器 (図14、表3・ 5、 図版4)




























0               10cm
武家屋敷地区第10地点出土瓦 (1)





0               10cm
o                    10cm
図14 武家屋敷地区第10地点出土瓦 (2)。磁器







Tab.3 E)istribution of porcelains,glazed ceranlics and unglazed ceranlics at BK10
表4 武家屋敷地区第10地点出土瓦集計表
Tab.4 Distribution of roof tiles at BK10
表5 武家屋敷地区第10地点出土磁器観察表
Tab.5 Notes on porcelains at BK10
)内は重量g
出上場所













? その他 不明 小計 皿
1区1層・攪乱 1 1 1 小不 1 7 1 1 硬質陶器
(鉢?)1 1
1区1号溝埋土 1 仏飯器 1 1 1 l
1区1号井戸埋土 1 l 1
合計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
出土場所 平瓦1類 平 瓦 丸瓦類 桟 瓦 その他 不 明 合 計
1区1号溝埋土 (450) 1 3 (765)
1区1号井戸埋土 16 (5400)施釉1(300)3 (4150) 7 (10485)施釉隅切瓦1(150)6(101) 34 (20586)
区石垣前面埋土 5 (1050) 2 (600) 棟瓦1(1130) 8 (2780)














?? 文様等 胎 土 生産地 製作年代 備考 図 図版
CJl1区1号溝埋土 仏飯器 外面文様あり 普通 肥前 見込み目跡あり
表6 武家屋敷地区第10地点出土平瓦観察表










? 溝 釘穴 備考 図 図版
Tl 1区1号井戸埋土 23.5 24.5
T2 1区1号井戸埋土
T3 1区1号井戸埋土 23.7 特殊
表7 武家屋敷地区第10地点出土桟瓦観察表
Tab.7 Notes on pan tiles at BK10
表8 武家屋敷地区第10地点出土棟瓦観察表
















込み幅 釘穴 厚 さ 左右 きき足 図 図版
T4 1区1号井戸埋土 27.6 右 4
T5 1区1号井戸埋土 右












? 桟形状 溝 釘穴 図 図版
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0         21XXlm
―
本砂金丘陵 愛島丘陵 青葉山段丘
1:坪沼第1軽石層 (TbPl) 2:坪沼岩片層 (Tblf)
3:坪沼第2～4軽石 (TbP2～TbP4) 4:新期テフラ (～愛島軽石層)
5:粘土質火山灰・火山灰質粘土
図16 青葉山段丘各面とテフラの関係 (大月義徳1987より)



















青葉山E遺跡では、これまでに8次の調査が行われており、縄文時代早期中葉 。早期後葉 。早期末葉 。中期中



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Fig.23 Location of the trial trenches at Aobayama ne、v campu predetermined area(the 3rd step B area)
I g't+50            100m■沢状
図24 青葉山新キャンパス試掘調査区配置図 (第3段階C地区)
Fig.24 Location of the trial trenches at Aobayama ne、v campu predetermined area(the 3rd step C area)
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1               5 1◆:二次加工ある剥片●:ノッチロ:剥片○:チップぽ ¨獅7"上了Ⅲ
3-61区 土層註記
表± 10YR5/4 1こぶい黄褐色 シルト 粘性弱・しまり弱
2mm～3mmの炭化物をわずかに含む。植物の根を含む。
1層 75YR4/4 褐色 シルト 粘性弱・しまり弱
2cm大の礫を含む。植物の根を含む。
2層 75YR4/6 褐色 シルト 粘性弱。しまり中
2～3mmの炭化物をわずかに含む。植物の根を含む。
3層 7.5YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 粘性中・しまり中
2～3mmの炭化物をわずかに含む。
4層 75YR4/6 褐色 粘土質シルト 粘性中・しまり中
2～3mmの炭化物をわずかに含む。5mm大の小礫片を
わずかに含む
5層 75YR5/6 明褐色 粘土質シルト 粘性中・しまり中
1～2cm大の礫を多量に含む。lmm大の火山灰ガラスを
多量に含む。




Fig.26 Plans and sections of No.3-61 trial trench
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遺物分布状況
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図27 青葉山新キャンパス試掘3-61区出土石器
Fig.27 Stone tools and stone implements of No.3-61 trial trench
表9 青葉山新キャンパス試掘3-61区出土石器属性表
Tab.9 Notes on stone tools and stone implements at No.3-61 trial trench
表10 青葉山新キャンパス試掘3-61区出土石器石材表

















被熱 備考 図 図版
1
二次加工
ある剥片 珪化凝灰岩 181.21破損 25.0 17.04な し
ノッチ 珪質頁岩 84 181.21破損 23.3 な し
剥 片 珪化凝灰岩 84 181.13打面部 な し
チップ 珪質頁岩 181.23末端部 0.39 な し
チップ 珪質頁岩 181.23末端部 15.5 な し 9と同一母岩
チップ 珪質頁岩 完形 な し フルイによる回収
チップ 珪質頁岩 完形 な し フルイによる回収
チップ 珪質頁岩 末端部 0.38 あ り フル イに よる回収
チップ 珪質頁岩 181.11打面部 0.04 あ り 5と同一母石
チップ 珪質頁岩 打面部 0.02 あ り フルイによる回収
チップ 珪質頁岩 破損 あ り フルイによる回収
チップ 珪質頁岩 181.24破損 0.20 な し 砕片
チップ 流紋岩 破損 な し 砕片、フルイによる回収
二次加工ある剥片 ノッチ 剥片 チップ 全体
重量(g) 点数 重量(g) 点数 重量(g) 点数 重量(g) 点数 重量(g) 点数
珪質頁岩 1
珪化凝灰岩 17.04 1 1 18.10
流紋岩 1 1
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On the Campus of Tohoku University, a lot of sites are known. Among them, Sendai Castle is the most famous
and largest one. Almost all of the south part of Kawauchi campus is located on its secondary citadel area. The north
part of Kawauchi campus is located on the sites of samurai residences. Aobayama campus includes Initial Jomon
site. In Japan, if existing circumstances need to be changed in the known site area, excavation research on the
buried cultural properties must be carried out. The Office mainly carries out salvage excavations of archaeological
sites on campus.
This volume carries reports of a salvage excavation at BK10 on Kawauchi campus, and a trial excavation on
Aobayama new campus predetermined area, which were conducted by the Archaeological Research Office on the
Campus, Tohoku University in the fiscal year 2006. This volume includes reports about results of confirmation
work with constructions, and activities which were conducted by the Office such as various analyses, conservation
work of artifacts, and joint research.
BK10 (Loc.l0 of samurai residences located at the site of north outer moat of Ninomaru, i.e. the secondary citadel
of Sendai Castle)
This excavation was conducted prior to repair of the Laboratories for Students. This area is located on Kawauchi-
Kita campus, and in Edo period, samurai residences were located here. It is a small-scale excavation, as the total
excavation area is only 124.5m.
Almost all of this excavation area had been already destroyed when or before the Tohoku University buildings
were developed at the site. Archaeological features were not preserved well. A few archaeological features, such as
a well, a ditch and a store alignment (low wall) were found. Contents of archaeological remains were also limited.
Some porcelain, glazed ceramics, unglazed ceramics and roof tiles were found. As to the stone wall, there is a
possibility that the wall was a part of a ditch along a road at the samurai residences.
The trial excavation on Aobayama new campus predetermined area
This area is the predetermined area of the Aobayama new campus on Aobayama hills. For the purpose of testing
the existence of archaeological sites, the trial excavation program was carried out.
This area had been a golf course. So it is difficult to reconstruct the original natural geographical features.
In order to estimate the present circumstances in all the predetermined area, we first carried out a preparatory
excavation. After the preparatory excavation of test pits, we compared the excavation data with an aerial photograph
of this area taken before the golf course was constructed. As a result, we could roughly know the change of
geographical features. On the basis of this result, we conducted the trial excavations in 3 steps. The plans of trial
excavation was made to reduce the possible area for new site discovery, step by step. The number of trial trenches
was222,and the total excavation area was l,l64m.
At No.3-61 trial trench located on a small hill on the north of Aobayama C site, 13 stone tools were found,
and they are dated to the Late Palaeolithic period chronologically. The assemblage consists of a retouched flake,
a notch, 11 flakes and/or chips. As a result of this excavation, the area of Aobayama C site was extended. Except







1 1区全景 (南から) 2 1区全景 (北から)





Pll Features at BK10(1)
1 11えピット1セクション (北から) 2 1区ピット1完掘 (北から)
3 21ズ全景 (南から) 4 2区石lll全景 (北から)
5 21κイf垣セクション北壁 (1ヒから) 6 21Xtt■l裏込め (北から)
図版2 武家屋敷地区第10地点検出遺構 (2)











P14  Various roof tiles and porcelain from BK10
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図版5 青葉山新キャンバス試掘調査状況





P16  Vie、vs of trial excavation at the Aobayama new campus predetermined area and the artifacts
2 3-61区西壁セクション (東から)
3 3-62区最終状況 (北から) 4 3-62区東壁セクション (西から)
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